
(57)【要約】

【課題】目標ＭＩ値を維持して撮像を行うか又は目標音

響出力を維持して撮像を行うかを、診断の種類に応じて

選択可能にする。

【解決手段】操作者がＭＩ値優先制御モードを選択し、

目標ＭＩ値を設定すると、その後に操作者がスキャン条

件の変更を指示したとき、変更後のスキャン条件下で目

標ＭＩ値を与える音響出力を演算し、スキャン条件を変

更すると共に演算した音響出力で超音波ビームを送信し

て撮像する。操作者が音響出力優先制御モードを選択し

、目標音響出力を設定すると、その後に操作者がスキャ

ン条件の変更を指示したとき、スキャン条件を変更する

と共に目標音響出力で超音波ビームを送信して撮像する

。

【効果】診断の種類に応じて、操作者が設定した目標Ｍ

Ｉ値を維持して撮像を行うか又は目標音響出力を維持し

て撮像を行うかを選択して撮像することが出来る。

【選択図】　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
操 作 者 が Ｍ Ｉ 値 優 先 制 御 モ ー ド を 選 択 し 目 標 Ｍ Ｉ 値 を 設 定 す る と 、 そ の 後 に 操 作 者 が ス キ
ャ ン 条 件 の 変 更 を 指 示 し た と き 、 変 更 後 の ス キ ャ ン 条 件 下 で 前 記 目 標 Ｍ Ｉ 値 を 与 え る 音 響
出 力 を 演 算 し 、 ス キ ャ ン 条 件 を 変 更 す る と 共 に 前 記 音 響 出 力 で 超 音 波 ビ ー ム を 送 信 し て 撮
像 し 、 操 作 者 が 音 響 出 力 優 先 制 御 モ ー ド を 選 択 し 目 標 音 響 出 力 を 設 定 す る と 、 そ の 後 に 操
作 者 が ス キ ャ ン 条 件 の 変 更 を 指 示 し た と き 、 ス キ ャ ン 条 件 を 変 更 す る と 共 に 前 記 目 標 音 響
出 力 で 超 音 波 ビ ー ム を 送 信 し て 撮 像 す る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 撮 像 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 超 音 波 撮 像 方 法 に お い て 、 前 記 演 算 し た 音 響 出 力 が 前 記 変 更 後 の ス キ ャ
ン 条 件 下 で の 最 大 音 響 出 力 を 超 え た 場 合 は 、 前 記 最 大 音 響 出 力 で 超 音 波 ビ ー ム を 送 信 し て
撮 像 す る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 撮 像 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の 超 音 波 撮 像 方 法 に お い て 、 前 記 演 算 し た 音 響 出 力 が 前 記
変 更 後 の ス キ ャ ン 条 件 下 で の 最 大 音 響 出 力 を 超 え た 場 合 は 、 操 作 者 に 警 告 を 発 す る こ と を
特 徴 と す る 超 音 波 撮 像 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 ３ に 記 載 の 超 音 波 撮 像 方 法 に お い て 、 前 記 警 告 を 画 面 で 報 知 す る こ と を 特 徴 と す る
超 音 波 撮 像 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 ３ ま た は 請 求 項 ４ に 記 載 の 超 音 波 撮 像 方 法 に お い て 、 前 記 警 告 を 音 声 で 報 知 す る こ
と を 特 徴 と す る 超 音 波 撮 像 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
請 求 項 ３ か ら 請 求 項 ５ の い ず れ か に 記 載 の 超 音 波 撮 像 方 法 に お い て 、 操 作 者 が 前 記 警 告 機
能 を オ ン ／ オ フ 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 撮 像 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
請 求 項 １ か ら 請 求 項 ６ の い ず れ か に 記 載 の 超 音 波 撮 像 方 法 に お い て 、 操 作 者 が 前 記 目 標 Ｍ
Ｉ 値 を 数 値 で 入 力 し う る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 撮 像 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
請 求 項 １ か ら 請 求 項 ７ の い ず れ か に 記 載 の 超 音 波 撮 像 方 法 に お い て 、 操 作 者 が 前 記 目 標 Ｍ
Ｉ 値 を 増 加 ま た は 減 少 さ せ う る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 撮 像 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
操 作 者 が ス キ ャ ン 条 件 を 設 定 す る ス キ ャ ン 条 件 設 定 手 段 と 、 操 作 者 が Ｍ Ｉ 値 を 設 定 す る Ｍ
Ｉ 値 設 定 手 段 と 、 操 作 者 が 目 標 音 響 出 力 を 設 定 す る 目 標 音 響 出 力 設 定 手 段 と 、 操 作 者 が Ｍ
Ｉ 値 優 先 制 御 モ ー ド ま た は 音 響 出 力 優 先 制 御 モ ー ド を 選 択 す る た め の 制 御 モ ー ド 選 択 手 段
と 、 前 記 ス キ ャ ン 条 件 下 で 前 記 Ｍ Ｉ 値 を 与 え る 音 響 出 力 を 演 算 す る 音 響 出 力 演 算 手 段 と 、
超 音 波 探 触 子 と 、 前 記 ス キ ャ ン 条 件 お よ び 前 記 Ｍ Ｉ 値 優 先 制 御 モ ー ド が 選 択 さ れ た と き は
前 記 音 響 出 力 で 前 記 超 音 波 探 触 子 を 駆 動 し 前 記 音 響 出 力 優 先 制 御 モ ー ド が 選 択 さ れ た と き
は 前 記 目 標 音 響 出 力 で 前 記 超 音 波 探 触 子 を 駆 動 し て 超 音 波 ビ ー ム を 被 検 体 内 へ 送 信 す る と
共 に 被 検 体 内 か ら 超 音 波 エ コ ー を 受 信 し て 受 信 信 号 を 出 力 す る 送 受 信 手 段 と 、 得 ら れ た 受
信 信 号 か ら 超 音 波 画 像 を 生 成 す る 超 音 波 画 像 生 成 手 段 と 、 生 成 し た 超 音 波 画 像 を 表 示 す る
超 音 波 画 像 表 示 手 段 と を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
請 求 項 ９ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 前 記 送 受 信 手 段 は 、 前 記 Ｍ Ｉ 値 優 先 制 御 モ ー
ド が 選 択 さ れ た と き に 、 前 記 演 算 し た 音 響 出 力 が 前 記 変 更 後 の ス キ ャ ン 条 件 下 で の 最 大 音
響 出 力 を 超 え た 場 合 は 、 前 記 最 大 音 響 出 力 で 超 音 波 ビ ー ム を 送 信 し て 撮 像 す る こ と を 特 徴
と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
請 求 項 ９ ま た は 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 前 記 演 算 し た 音 響 出 力 が 前
記 変 更 後 の ス キ ャ ン 条 件 下 で の 最 大 音 響 出 力 を 超 え た 場 合 に 操 作 者 に 警 告 を 発 す る 警 告 手
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段 を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
請 求 項 １ １ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 前 記 警 告 手 段 は 、 警 告 を 画 面 で 報 知 す る こ
と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
請 求 項 １ １ ま た は 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 前 記 警 告 手 段 は 、 警 告 を
音 声 で 報 知 す る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
請 求 項 １ １ か ら 請 求 項 １ ３ の い ず れ か に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 操 作 者 が 前 記 警
告 手 段 を オ ン ／ オ フ す る 手 段 を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 １ ５ 】
請 求 項 ９ か ら 請 求 項 １ ４ の い ず れ か に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 前 記 Ｍ Ｉ 値 設 定 手
段 は 、 操 作 者 が 目 標 Ｍ Ｉ 値 を 数 値 入 力 す る 手 段 で あ る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 １ ６ 】
請 求 項 ９ か ら 請 求 項 １ ５ の い ず れ か に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 前 記 Ｍ Ｉ 値 設 定 手
段 は 、 操 作 者 が 目 標 Ｍ Ｉ 値 を 増 減 す る 手 段 で あ る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 超 音 波 撮 像 方 法 お よ び 超 音 波 診 断 装 置 に 関 し 、 さ ら に 詳 し く は 、 診 断 の 種 類 に
応 じ て 、 操 作 者 が 設 定 し た 目 標 Ｍ Ｉ （ Ｍ ｅ ｃ ｈ ａ ｎ ｉ ｃ ａ ｌ 　 Ｉ ｎ ｄ ｅ ｘ ） 値 を 維 持 し て
撮 像 を 行 う か 又 は 目 標 音 響 出 力 を 維 持 し て 撮 像 を 行 う か を 選 択 す る こ と が 出 来 る 超 音 波 撮
像 方 法 お よ び 超 音 波 診 断 装 置 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 、 少 な く と も 一 つ の ス キ ャ ン 条 件 が 変 更 さ れ た 場 合 、 そ の 変 更 さ れ た ス キ ャ ン 条 件 を
除 く 残 り の ス キ ャ ン 条 件 の 中 の 少 な く と も 一 つ を 変 更 し 、 所 定 の Ｍ Ｉ 値 を 超 え な い よ う に
す る 、 理 想 的 に は 所 定 の Ｍ Ｉ 値 を 維 持 す る 、 超 音 波 診 断 装 置 が 提 案 さ れ て い る （ 例 え ば 、
特 許 文 献 １ 参 照 ） 。 こ こ で 、 Ｍ Ｉ 値 と は 、 音 軸 上 の 最 大 ピ ー ク 負 音 圧 を 基 準 音 圧 １ Ｍ ｐ ａ
で 正 規 化 し た 値 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 ７ － ６ ７ ８ ７ ７ 号 公 報 （ ［ ０ ０ １ ７ ］ ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
造 影 剤 を 用 い た 診 断 の よ う な 特 殊 な 診 断 の 場 合 は 所 定 の Ｍ Ｉ 値 を 維 持 し て 撮 像 を 行 う の が
好 ま し い が 、 一 般 の 診 断 で は 所 定 の 音 響 出 力 を 維 持 し て 撮 像 を 行 う の が 好 ま し い 。
し か し 、 上 記 従 来 の 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 こ の よ う な 診 断 種 類 に 応 じ た 動 作 の 選 択 を 行 え
な い 問 題 点 が あ っ た 。
そ こ で 、 本 発 明 の 目 的 は 、 診 断 の 種 類 に 応 じ て 、 操 作 者 が 設 定 し た 目 標 Ｍ Ｉ 値 を 維 持 し て
撮 像 を 行 う か 又 は 目 標 音 響 出 力 を 維 持 し て 撮 像 を 行 う か を 選 択 す る こ と が 出 来 る 超 音 波 撮
像 方 法 お よ び 超 音 波 診 断 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
第 １ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 操 作 者 が Ｍ Ｉ 値 優 先 制 御 モ ー ド を 選 択 し 目 標 Ｍ Ｉ 値 を 設 定 す
る と 、 そ の 後 に 操 作 者 が ス キ ャ ン 条 件 の 変 更 を 指 示 し た と き 、 変 更 後 の ス キ ャ ン 条 件 下 で
前 記 目 標 Ｍ Ｉ 値 を 与 え る 音 響 出 力 を 演 算 し 、 ス キ ャ ン 条 件 を 変 更 す る と 共 に 前 記 音 響 出 力
で 超 音 波 ビ ー ム を 送 信 し て 撮 像 し 、 操 作 者 が 音 響 出 力 優 先 制 御 モ ー ド を 選 択 し 目 標 音 響 出
力 を 設 定 す る と 、 そ の 後 に 操 作 者 が ス キ ャ ン 条 件 の 変 更 を 指 示 し た と き 、 ス キ ャ ン 条 件 を
変 更 す る と 共 に 前 記 目 標 音 響 出 力 で 超 音 波 ビ ー ム を 送 信 し て 撮 像 す る こ と を 特 徴 と す る 超
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音 波 撮 像 方 法 を 提 供 す る 。
上 記 第 １ の 観 点 に よ る 超 音 波 撮 像 方 法 で は 、 操 作 者 が Ｍ Ｉ 値 優 先 制 御 モ ー ド を 選 択 し た と
き は 目 標 Ｍ Ｉ 値 を 維 持 し て 撮 像 を 行 い 、 音 響 出 力 優 先 制 御 モ ー ド を 選 択 し た と き は 目 標 音
響 出 力 を 維 持 し て 撮 像 を 行 う 。 こ れ に よ り 、 造 影 剤 を 用 い た 診 断 の よ う な 特 殊 な 診 断 の 場
合 は 所 定 の Ｍ Ｉ 値 を 維 持 し て 撮 像 を 行 い 、 一 般 の 診 断 で は 所 定 の 音 響 出 力 を 維 持 し て 撮 像
を 行 う こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
第 ２ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 上 記 構 成 の 超 音 波 撮 像 方 法 に お い て 、 前 記 演 算 し た 音 響 出 力
が 前 記 変 更 後 の ス キ ャ ン 条 件 下 で の 最 大 音 響 出 力 を 超 え た 場 合 は 、 前 記 最 大 音 響 出 力 で 超
音 波 ビ ー ム を 送 信 し て 撮 像 す る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 撮 像 方 法 を 提 供 す る 。
上 記 第 ２ の 観 点 に よ る 超 音 波 撮 像 方 法 で は 、 最 大 音 響 出 力 を 超 え な い よ う に 制 限 で き る た
め 、 安 全 性 を 確 保 す る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
第 ３ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 上 記 構 成 の 超 音 波 撮 像 方 法 に お い て 、 前 記 演 算 し た 音 響 出 力
が 前 記 変 更 後 の ス キ ャ ン 条 件 下 で の 最 大 音 響 出 力 を 超 え た 場 合 は 、 操 作 者 に 警 告 を 発 す る
こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 撮 像 方 法 を 提 供 す る 。
上 記 第 ３ の 観 点 に よ る 超 音 波 撮 像 方 法 で は 、 操 作 者 は 、 目 標 Ｍ Ｉ 値 を 維 持 で き な く な っ た
こ と を 直 ち に 知 る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
第 ４ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 上 記 構 成 の 超 音 波 撮 像 方 法 に お い て 、 前 記 警 告 を 画 面 で 報 知
す る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 撮 像 方 法 を 提 供 す る 。
上 記 第 ４ の 観 点 に よ る 超 音 波 撮 像 方 法 で は 、 操 作 者 は 、 目 標 Ｍ Ｉ 値 を 維 持 で き な く な っ た
こ と を 画 面 表 示 で 知 る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
第 ５ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 上 記 構 成 の 超 音 波 撮 像 方 法 に お い て 、 前 記 警 告 を 音 声 で 報 知
す る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 撮 像 方 法 を 提 供 す る 。
上 記 第 ５ の 観 点 に よ る 超 音 波 撮 像 方 法 で は 、 操 作 者 は 、 目 標 Ｍ Ｉ 値 を 維 持 で き な く な っ た
こ と を 音 声 で 知 る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
第 ６ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 上 記 構 成 の 超 音 波 撮 像 方 法 に お い て 、 操 作 者 が 前 記 警 告 機 能
を オ ン ／ オ フ 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 撮 像 方 法 を 提 供 す る 。
上 記 第 ６ の 観 点 に よ る 超 音 波 撮 像 方 法 で は 、 警 告 を 報 知 す る か 否 か を 操 作 者 が 所 望 に よ り
選 択 す る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ １ １ 】
第 ７ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 上 記 構 成 の 超 音 波 撮 像 方 法 に お い て 、 操 作 者 が 前 記 目 標 Ｍ Ｉ
値 を 数 値 で 入 力 し う る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 撮 像 方 法 を 提 供 す る 。
上 記 第 ７ の 観 点 に よ る 超 音 波 撮 像 方 法 で は 、 目 標 Ｍ Ｉ 値 を 数 値 で 直 接 設 定 す る こ と が 出 来
る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
第 ８ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 上 記 構 成 の 超 音 波 撮 像 方 法 に お い て 、 操 作 者 が 前 記 目 標 Ｍ Ｉ
値 を 増 加 ま た は 減 少 さ せ う る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 撮 像 方 法 を 提 供 す る 。
上 記 第 ８ の 観 点 に よ る 超 音 波 撮 像 方 法 で は 、 現 在 値 よ り 増 減 さ せ る こ と で 目 標 Ｍ Ｉ 値 を 容
易 に 変 更 す る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
第 ９ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 操 作 者 が ス キ ャ ン 条 件 を 設 定 す る ス キ ャ ン 条 件 設 定 手 段 と 、
操 作 者 が Ｍ Ｉ 値 を 設 定 す る Ｍ Ｉ 値 設 定 手 段 と 、 操 作 者 が 目 標 音 響 出 力 を 設 定 す る 目 標 音 響
出 力 設 定 手 段 と 、 操 作 者 が Ｍ Ｉ 値 優 先 制 御 モ ー ド ま た は 音 響 出 力 優 先 制 御 モ ー ド を 選 択 す
る た め の 制 御 モ ー ド 選 択 手 段 と 、 前 記 ス キ ャ ン 条 件 下 で 前 記 Ｍ Ｉ 値 を 与 え る 音 響 出 力 を 演
算 す る 音 響 出 力 演 算 手 段 と 、 超 音 波 探 触 子 と 、 前 記 ス キ ャ ン 条 件 お よ び 前 記 Ｍ Ｉ 値 優 先 制
御 モ ー ド が 選 択 さ れ た と き は 前 記 音 響 出 力 で 前 記 超 音 波 探 触 子 を 駆 動 し 前 記 音 響 出 力 優 先
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制 御 モ ー ド が 選 択 さ れ た と き は 前 記 目 標 音 響 出 力 で 前 記 超 音 波 探 触 子 を 駆 動 し て 超 音 波 ビ
ー ム を 被 検 体 内 へ 送 信 す る と 共 に 被 検 体 内 か ら 超 音 波 エ コ ー を 受 信 し て 受 信 信 号 を 出 力 す
る 送 受 信 手 段 と 、 得 ら れ た 受 信 信 号 か ら 超 音 波 画 像 を 生 成 す る 超 音 波 画 像 生 成 手 段 と 、 生
成 し た 超 音 波 画 像 を 表 示 す る 超 音 波 画 像 表 示 手 段 と を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診
断 装 置 を 提 供 す る 。
上 記 第 ９ の 観 点 に よ る 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 前 記 第 １ の 観 点 に よ る 超 音 波 撮 像 方 法 を 好 適
に 実 施 で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
第 １ ０ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 上 記 構 成 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 前 記 送 受 信 手 段 は 、
前 記 Ｍ Ｉ 値 優 先 制 御 モ ー ド が 選 択 さ れ た と き に 、 前 記 演 算 し た 音 響 出 力 が 前 記 変 更 後 の ス
キ ャ ン 条 件 下 で の 最 大 音 響 出 力 を 超 え た 場 合 は 、 前 記 最 大 音 響 出 力 で 超 音 波 ビ ー ム を 送 信
し て 撮 像 す る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 を 提 供 す る 。
上 記 第 １ ０ の 観 点 に よ る 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 前 記 第 ２ の 観 点 に よ る 超 音 波 撮 像 方 法 を 好
適 に 実 施 で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
第 １ １ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 上 記 構 成 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 前 記 演 算 し た 音 響 出
力 が 前 記 変 更 後 の ス キ ャ ン 条 件 下 で の 最 大 音 響 出 力 を 超 え た 場 合 に 操 作 者 に 警 告 を 発 す る
警 告 手 段 を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 を 提 供 す る 。
上 記 第 １ １ の 観 点 に よ る 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 前 記 第 ３ の 観 点 に よ る 超 音 波 撮 像 方 法 を 好
適 に 実 施 で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
第 １ ２ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 上 記 構 成 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 前 記 警 告 手 段 は 、 警
告 を 画 面 で 報 知 す る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 を 提 供 す る 。
上 記 第 １ ２ の 観 点 に よ る 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 前 記 第 ４ の 観 点 に よ る 超 音 波 撮 像 方 法 を 好
適 に 実 施 で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
第 １ ３ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 上 記 構 成 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 前 記 警 告 手 段 は 、 警
告 を 音 声 で 報 知 す る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 を 提 供 す る 。
上 記 第 １ ３ の 観 点 に よ る 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 前 記 第 ５ の 観 点 に よ る 超 音 波 撮 像 方 法 を 好
適 に 実 施 で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
第 １ ４ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 上 記 構 成 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 操 作 者 が 前 記 警 告 手
段 を オ ン ／ オ フ す る 手 段 を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 を 提 供 す る 。
上 記 第 １ ４ の 観 点 に よ る 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 前 記 第 ６ の 観 点 に よ る 超 音 波 撮 像 方 法 を 好
適 に 実 施 で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
第 １ ５ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 上 記 構 成 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 前 記 Ｍ Ｉ 値 設 定 手 段
は 、 操 作 者 が 目 標 Ｍ Ｉ 値 を 数 値 入 力 す る 手 段 で あ る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 を 提
供 す る 。
上 記 第 １ ５ の 観 点 に よ る 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 前 記 第 ７ の 観 点 に よ る 超 音 波 撮 像 方 法 を 好
適 に 実 施 で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
第 １ ６ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 上 記 構 成 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 前 記 Ｍ Ｉ 値 設 定 手 段
は 、 操 作 者 が 目 標 Ｍ Ｉ 値 を 増 減 す る 手 段 で あ る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 を 提 供 す
る 。
上 記 第 １ ６ の 観 点 に よ る 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 前 記 第 ８ の 観 点 に よ る 超 音 波 撮 像 方 法 を 好
適 に 実 施 で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 図 に 示 す 発 明 の 実 施 の 形 態 に よ り 本 発 明 を さ ら に 詳 細 に 説 明 す る 。 な お 、 こ れ に よ
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り 本 発 明 が 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
図 １ は 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に か か る 超 音 波 診 断 装 置 を 示 す 構 成 図 で あ る 。
こ の 超 音 波 診 断 装 置 １ ０ ０ は 、 超 音 波 探 触 子 １ と 、 超 音 波 探 触 子 １ を 駆 動 し て 超 音 波 ビ ー
ム を 被 検 体 内 へ 送 信 す る と 共 に 被 検 体 内 か ら 超 音 波 エ コ ー を 受 信 し て 受 信 信 号 を 出 力 す る
送 受 信 部 ２ と 、 受 信 信 号 を 処 理 し て 超 音 波 画 像 を 生 成 す る 信 号 処 理 部 ３ と 、 超 音 波 画 像 等
の 表 示 を 制 御 す る 表 示 制 御 部 ４ と 、 超 音 波 画 像 等 を 表 示 す る 表 示 部 ５ と 、 操 作 者 が ス キ ャ
ン 条 件 を 設 定 し た り Ｍ Ｉ 値 優 先 制 御 モ ー ド ま た は 音 響 出 力 優 先 制 御 モ ー ド を 選 択 し た り 目
標 Ｍ Ｉ 値 や 目 標 音 響 出 力 を 設 定 す る た め の 操 作 部 ６ と 、 全 体 を 制 御 す る 制 御 部 ７ と を 具 備
し て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
図 ２ は 、 超 音 波 診 断 装 置 １ ０ ０ の 操 作 及 び 動 作 を 示 す フ ロ ー 図 で あ る 。
ス テ ッ プ Ｓ １ で は 、 操 作 者 は 、 操 作 部 ６ を 操 作 し 、 フ ォ ー カ ス 位 置 や Ｆ Ｏ Ｖ （ Ｆ ｉ ｅ ｌ ｄ
　 Ｏ ｆ 　 Ｖ ｉ ｅ ｗ ） や 周 波 数 や 使 用 す る 超 音 波 探 触 子 １ の 種 類 な ど の ス キ ャ ン 条 件 ｃ を 設
定 す る 。
ス テ ッ プ Ｓ ２ で は 、 超 音 波 診 断 装 置 １ ０ ０ の 制 御 部 ７ は 、 ス キ ャ ン 条 件 ｃ 下 で 出 力 し う る
最 大 音 響 出 力 Ｐ ｃ を 計 算 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
ス テ ッ プ Ｓ ３ で は 、 操 作 者 は 、 操 作 部 ６ を 操 作 し 、 「 Ｍ Ｉ 値 優 先 制 御 モ ー ド 」 ま た は 「 音
響 出 力 優 先 制 御 モ ー ド 」 の い ず れ か を 選 択 す る 。
ス テ ッ プ Ｓ ４ で は 、 超 音 波 診 断 装 置 １ ０ ０ の 制 御 部 ７ は 、 選 択 さ れ た 制 御 モ ー ド が 「 Ｍ Ｉ
値 優 先 制 御 モ ー ド 」 で あ る と き は ス テ ッ プ Ｓ ５ へ 進 ん で Ｍ Ｉ 値 優 先 制 御 処 理 （ 図 ３ 参 照 ）
を 実 行 し 、 選 択 さ れ た 制 御 モ ー ド が 「 音 響 出 力 優 先 制 御 モ ー ド 」 で あ る と き は ス テ ッ プ Ｓ
６ へ 進 ん で 音 響 出 力 優 先 制 御 処 理 （ 図 ４ 参 照 ） を 実 行 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
図 ３ は 、 Ｍ Ｉ 値 優 先 制 御 モ ー ド 時 の 操 作 お よ び 動 作 を 示 す フ ロ ー 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
ス テ ッ プ Ａ １ で は 、 操 作 者 は 、 操 作 部 ６ を 操 作 し て 、 目 標 Ｍ Ｉ 値 Ｍ ｍ お よ び 警 告 報 知 の 「
必 要 」 ／ 「 不 要 」 を 設 定 す る 。
な お 、 目 標 Ｍ Ｉ 値 Ｍ ｍ の 設 定 は 、 キ ー ボ ー ド か ら 数 値 入 力 し て も よ い し 、 画 面 に 表 示 し た
増 加 ボ タ ン ま た は 減 少 ボ タ ン を ク リ ッ ク し た り 、 操 作 部 ７ に 設 け た ダ イ ヤ ル を 回 し て 、 現
在 値 を 増 減 さ せ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
ス テ ッ プ Ａ ２ で は 、 制 御 部 ４ は 、 ス キ ャ ン 条 件 ｃ ， Ｍ Ｉ 値 Ｍ ｍ の と き の 音 響 出 力 Ｐ ｍ を 計
算 す る 。
ス テ ッ プ Ａ ３ で は 、 制 御 部 ４ は 、 Ｐ ｍ ≦ Ｐ ｃ で あ る と き は ス テ ッ プ Ａ ４ へ 進 み 、 Ｐ ｍ ＞ Ｐ
ｃ で あ る と き は ス テ ッ プ Ａ ７ へ 進 む 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
ス テ ッ プ Ａ ４ で は 、 制 御 部 ４ は 、 相 対 音 響 出 力 ｒ ＝ １ ０ ０ × Ｐ ｍ ／ Ｐ ｃ を 計 算 し 、 表 示 す
る 。 相 対 音 響 出 力 ｒ は 、 最 大 音 響 出 力 Ｐ ｃ に 対 す る 音 響 出 力 Ｐ ｍ の 百 部 率 で あ る 。
ス テ ッ プ Ａ ５ で は 、 Ｍ Ｉ 値 Ｍ ｍ を 表 示 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
ス テ ッ プ Ａ ６ で は 、 超 音 波 診 断 装 置 １ ０ ０ は 、 音 響 出 力 Ｐ ｍ と な る 駆 動 電 圧 Ｈ Ｖ ｍ で 超 音
波 探 触 子 １ を 駆 動 し 、 撮 像 を 行 う 。 そ し て 、 ス テ ッ プ Ａ １ ３ へ 進 む 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
ス テ ッ プ Ａ ７ で は 、 超 音 波 診 断 装 置 １ ０ ０ は 、 相 対 音 響 出 力 ｒ ＝ １ ０ ０ ％ を 表 示 す る 。
ス テ ッ プ Ａ ８ で は 、 制 御 部 ４ は 、 音 響 出 力 Ｐ ｃ の と き の Ｍ Ｉ 値 Ｍ ｃ を 計 算 し 、 表 示 す る 。
ス テ ッ プ Ａ ９ で は 、 制 御 部 ４ は 、 警 告 報 知 が 「 必 要 」 と 設 定 さ れ て い た ら ス テ ッ プ Ａ １ ０
へ 進 み 、 警 告 報 知 が 「 不 要 」 と 設 定 さ れ て い た ら ス テ ッ プ Ａ １ ２ へ 進 む 。
【 ０ ０ ３ １ 】
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ス テ ッ プ Ａ １ ０ で は 、 制 御 部 ４ は 、 目 標 Ｍ Ｉ 値 Ｍ ｍ を 維 持 で き な い 旨 の 警 告 を 画 面 で 表 示
し 且 つ 音 声 （ ブ ザ ー 音 で も よ い し 、 ア ナ ウ ン ス で も よ い ） で 報 知 す る 。
ス テ ッ プ Ａ １ １ で は 、 超 音 波 診 断 装 置 １ ０ ０ は 、 操 作 者 の 指 示 入 力 を 待 ち 、 Ｍ Ｉ 値 Ｍ ｃ を
許 容 す る 指 示 が 行 わ れ た ら ス テ ッ プ Ａ １ ２ へ 進 み 、 Ｍ Ｉ 値 Ｍ ｃ を 許 容 し な い 指 示 が 行 わ れ
た ら ス テ ッ プ Ａ １ に 戻 る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
ス テ ッ プ Ａ １ ２ で は 、 超 音 波 診 断 装 置 １ ０ ０ は 、 音 響 出 力 Ｐ ｃ と な る 駆 動 電 圧 Ｈ Ｖ ｃ で 超
音 波 探 触 子 １ を 駆 動 し 、 撮 像 を 行 う 。 そ し て 、 ス テ ッ プ Ａ １ ３ へ 進 む 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
ス テ ッ プ Ａ １ ３ で は 、 超 音 波 診 断 装 置 １ ０ ０ は 、 操 作 者 の 指 示 入 力 を チ ェ ッ ク し 、 ス キ ャ
ン 条 件 を 変 更 す る 指 示 が 行 わ れ な か っ た ら ス テ ッ プ Ａ １ ４ へ 進 み 、 ス キ ャ ン 条 件 を 変 更 す
る 指 示 が 行 わ れ た ら ス テ ッ プ Ａ １ ６ へ 進 む 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
ス テ ッ プ Ａ １ ４ で は 、 超 音 波 診 断 装 置 １ ０ ０ は 、 操 作 者 の 指 示 入 力 を チ ェ ッ ク し 、 目 標 Ｍ
Ｉ 値 Ｍ ｍ を 変 更 す る 指 示 が 行 わ れ な か っ た ら ス テ ッ プ Ａ １ ５ へ 進 み 、 目 標 Ｍ Ｉ 値 Ｍ ｍ を 変
更 す る 指 示 が 行 わ れ た ら ス テ ッ プ Ａ １ に 戻 る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
ス テ ッ プ Ａ １ ５ で は 、 超 音 波 診 断 装 置 １ ０ ０ は 、 操 作 者 の 指 示 入 力 を チ ェ ッ ク し 、 処 理 を
終 了 す る 指 示 が 行 わ れ な か っ た ら ス テ ッ プ Ａ ６ ま た は ス テ ッ プ Ａ １ ２ に 戻 り （ 駆 動 電 圧 が
Ｈ Ｖ ｍ な ら ス テ ッ プ Ａ ６ に 戻 り 、 駆 動 電 圧 が Ｈ Ｖ ｃ な ら ス テ ッ プ Ａ １ ２ に 戻 る ） 、 処 理 を
終 了 す る 指 示 が 行 わ れ た ら 処 理 を 終 了 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
ス テ ッ プ Ａ １ ６ で は 、 操 作 者 は 、 操 作 部 ６ を 操 作 し 、 ス キ ャ ン 条 件 ｃ を 変 更 す る 。
ス テ ッ プ Ａ １ ７ で は 、 超 音 波 診 断 装 置 １ ０ ０ の 制 御 部 ７ は 、 変 更 し た ス キ ャ ン 条 件 ｃ 下 で
出 力 し う る 最 大 音 響 出 力 Ｐ ｃ を 計 算 す る 。
ス テ ッ プ Ａ １ ８ で は 、 超 音 波 診 断 装 置 １ ０ ０ は 、 操 作 者 の 指 示 入 力 を チ ェ ッ ク し 、 目 標 Ｍ
Ｉ 値 Ｍ ｍ を 変 更 す る 指 示 が 行 わ れ な か っ た ら ス テ ッ プ Ａ ２ に 戻 り 、 目 標 Ｍ Ｉ 値 Ｍ ｍ を 変 更
す る 指 示 が 行 わ れ た ら ス テ ッ プ Ａ １ に 戻 る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
図 ４ は 、 音 響 出 力 優 先 制 御 モ ー ド 時 の 操 作 お よ び 動 作 を 示 す フ ロ ー 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
ス テ ッ プ Ｂ １ で は 、 操 作 者 は 、 操 作 部 ６ を 操 作 し て 、 目 標 相 対 音 響 出 力 ｒ を 設 定 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
ス テ ッ プ Ｂ ２ で は 、 制 御 部 ４ は 、 目 標 相 対 音 響 出 力 ｒ に 対 応 す る 音 響 出 力 Ｐ ｒ ＝ Ｐ ｃ × ｒ
／ １ ０ ０ を 計 算 す る 。
ス テ ッ プ Ｂ ３ で は 、 制 御 部 ４ は 、 音 響 出 力 Ｐ ｒ の と き の Ｍ Ｉ 値 Ｍ ｒ を 計 算 し 、 表 示 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
ス テ ッ プ Ｂ ４ で は 、 超 音 波 診 断 装 置 １ ０ ０ は 、 音 響 出 力 Ｐ ｒ と な る 駆 動 電 圧 Ｈ Ｖ ｒ で 超 音
波 探 触 子 １ を 駆 動 し 、 撮 像 を 行 う 。
【 ０ ０ ４ １ 】
ス テ ッ プ Ｂ ５ で は 、 超 音 波 診 断 装 置 １ ０ ０ は 、 操 作 者 の 指 示 入 力 を チ ェ ッ ク し 、 ス キ ャ ン
条 件 を 変 更 す る 指 示 が 行 わ れ な か っ た ら ス テ ッ プ Ｂ ６ へ 進 み 、 ス キ ャ ン 条 件 を 変 更 す る 指
示 が 行 わ れ た ら ス テ ッ プ Ｂ ８ へ 進 む 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
ス テ ッ プ Ｂ ６ で は 、 超 音 波 診 断 装 置 １ ０ ０ は 、 操 作 者 の 指 示 入 力 を チ ェ ッ ク し 、 目 標 相 対
音 響 出 力 ｒ を 変 更 す る 指 示 が 行 わ れ な か っ た ら ス テ ッ プ Ｂ ７ へ 進 み 、 目 標 相 対 音 響 出 力 ｒ
を 変 更 す る 指 示 が 行 わ れ た ら ス テ ッ プ Ｂ １ に 戻 る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
ス テ ッ プ Ｂ ７ で は 、 超 音 波 診 断 装 置 １ ０ ０ は 、 操 作 者 の 指 示 入 力 を チ ェ ッ ク し 、 処 理 を 終
了 す る 指 示 が 行 わ れ な か っ た ら ス テ ッ プ Ｂ ４ に 戻 り 、 処 理 を 終 了 す る 指 示 が 行 わ れ た ら 処
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理 を 終 了 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
ス テ ッ プ Ｂ ８ で は 、 操 作 者 は 、 操 作 部 ６ を 操 作 し 、 ス キ ャ ン 条 件 ｃ を 変 更 す る 。
ス テ ッ プ Ｂ ９ で は 、 超 音 波 診 断 装 置 １ ０ ０ の 制 御 部 ７ は 、 変 更 し た ス キ ャ ン 条 件 ｃ 下 で 出
力 し う る 最 大 音 響 出 力 Ｐ ｃ を 計 算 す る 。
ス テ ッ プ Ｂ １ ０ で は 、 超 音 波 診 断 装 置 １ ０ ０ は 、 操 作 者 の 指 示 入 力 を チ ェ ッ ク し 、 目 標 相
対 音 響 出 力 ｒ を 変 更 す る 指 示 が 行 わ れ な か っ た ら ス テ ッ プ Ｂ ２ に 戻 り 、 目 標 相 対 音 響 出 力
ｒ を 変 更 す る 指 示 が 行 わ れ た ら ス テ ッ プ Ｂ １ に 戻 る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
上 記 超 音 波 診 断 装 置 １ ０ ０ に よ れ ば 、 診 断 の 種 類 に 応 じ て Ｍ Ｉ 値 優 先 制 御 モ ー ド ま た は 音
響 出 力 優 先 制 御 モ ー ド の い ず れ か を 操 作 者 が 選 択 し て 撮 像 を 行 う こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 の 超 音 波 撮 像 方 法 お よ び 超 音 波 診 断 装 置 に よ れ ば 、 診 断 の 種 類 に 応 じ て 、 操 作 者 が
設 定 し た 目 標 Ｍ Ｉ 値 を 維 持 し て 撮 像 を 行 う か 又 は 目 標 音 響 出 力 を 維 持 し て 撮 像 を 行 か を 選
択 し て 撮 像 を 行 う こ と が 出 来 る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に か か る 超 音 波 診 断 装 置 を 示 す 構 成 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に か か る 超 音 波 診 断 装 置 の 操 作 お よ び 動 作 を 示 す フ ロ ー 図 で
あ る 。
【 図 ３ 】 Ｍ Ｉ 値 優 先 制 御 モ ー ド 時 の 操 作 お よ び 動 作 を 示 す フ ロ ー 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 音 響 出 力 優 先 制 御 モ ー ド 時 の 操 作 お よ び 動 作 を 示 す フ ロ ー 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 　 　 　 　 超 音 波 探 触 子
２ 　 　 　 　 　 送 受 信 部
３ 　 　 　 　 　 信 号 処 理 部
４ 　 　 　 　 　 表 示 制 御 部
５ 　 　 　 　 　 表 示 部
６ 　 　 　 　 　 操 作 部
７ 　 　 　 　 　 制 御 部
１ ０ ０ 　 　 　 超 音 波 診 断 装 置
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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